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観光統計調査報告書について 

 

１．調査分析資料 

 

  宮城県 観光統計概要 平成３０年（１月～１２月） 

 

 

２．資料について 

 

（１）県内の圏域は仙南・仙台・大崎・栗原・登米・石巻・気仙沼の７地区です。 

 

 （２）観光客入込数、宿泊観光客数は延べ人数です。 

   （１人が観光地点を２箇所訪れた場合や、２泊した場合は２人となります） 

 

 

  



（１）観光客入込数 

 

 ①宮城県観光客入込数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宮城県全体の観光客入込数は年々増加傾向で推移しており、平成２２年に 61,286 千人を

記録したが、平成２３年に発生した東日本大震災の影響で平成２３年の観光客入込数は

43,157 千人と大幅に落ち込む結果となった。しかし翌２４年からは着実に増加していき、

平成２７年以降の観光客入込数は震災前の平成２２年と同水準まで回復、平成２９年は震災

前の観光客入込数を上回っている。 

平成３０年は過去最高を記録した前年より 1,928 千人増加の 64,224 千人となり、好調を

維持している。増加要因として夏季、冬季の観光キャンペーンの成果、新たな観光集客施設

のオープンなどが挙げられている。 

 

 栗原市の観光客入込数は平成１９年に 1,910 千人であったが、平成２０年に発生した岩

手・宮城内陸地震により 876千人と半数以下へ落ち込んだ。しかし、栗駒山麓ジオパークが

認定されたほか、栗原市の観光客入込数増加戦略等により、平成２８年の入込数は市の目標

観光客入込数の 2,000千人を超えている。 

平成３０年は好天に恵まれ、入込数は前年比+77千人の 1,951千人となった。 

  

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

宮城県 55,691 57,424 60,656 60,838 62,296 64,224

栗原市 1325 1,543 1,891 2,007 1,874 1,951
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 ②季節別観光客入込数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県の季節別観光客入込数は前年と比べ、通年で増加した。増加数は春季+264 千人、

夏季+358千人、秋季+992 千人、冬季+314千人と秋季で特に増加した。 

海水浴客入込数は前年比+136千人の 226千人と震災前の入込数には及ばないが回復基調

にある。 

 

 栗原市の季節別観光客入込数は前年と比べ、年間を通して増加した。増減数は春季+2 千

人、夏季+23千人、秋季+32千人、冬季+19千人となっている。 

年間入込数を割合で見ると春季は 23.0％（△0.7）、夏季は 28.5％（+0.1）、秋季は 29.8％

（+0.5）、冬季は 18.7％（+0.2）となっている。 

 仙台圏域を除いた宮城県各地区では通年の中で冬季の入込数が落ちる傾向にあるが、栗原

市の冬季観光客入込数の構成比を比べると特に低い結果となっている。 

 

  

春（4,5,6月） 夏（7,8月） 秋（9,10,11月） 冬（1,2,3,12月）

宮城県 16,583 13,768 16,736 17,138

栗原市 447 556 581 365
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 ③分類別観光客入込数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県の分類別観光客入込数は、前年同様「買物」が最も多く 17,176 千人の入込があり、

前年比+1,717千人と前年に続き大きく増加した。特に石巻圏域では前年比+1,129千人と大

きく伸びている。増加要因としては、観光キャンペーンの成果、観光集客施設の新たなオー

プンと考えられる。 

 次いで「イベント」が 11,764千人で前年比△624千人と減少、「文化・歴史」が 9,589千

人で前年比+439千人と増加した。 

 前年に対して「自然」、「文化・歴史」、「スポーツ施設等」、「買物」の項目で観光客入込数

が増加した。 

 

  栗原市の分類別観光客入込数は宮城県と同様に「買物」が最も多く 699 千人の入込が

あり、前年比+60千人と増加している。 

 次いで「自然」が 454 千人で前年比+45千人、「行事・催事」は 270 千人で前年比+-0 千

人と増減なし。前年同様、上位３項目で栗原市の観光客入込数の 70％以上を占めている。 

他には「スポーツ施設等」で前年より増加となった。 

 栗原圏域の特徴はその他圏域と比べ、「自然」が占める割合が特に高い地区である。 

  

自然 文化・歴史 産業観光
スポーツ施

設等
温泉 買物 行事・催事 イベント

宮城県 5,780 9,589 3,415 7,983 6,121 17,176 2,396 11,764

栗原市 454 73 74 176 205 699 270 0

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

18,000

20,000

分類別観光客入込数

宮城県 栗原市

単位：千人 



3 

 

 ④宿泊観光客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 宮城県の宿泊観光客数は東日本大震災の復興需要もあり増加傾向が続き、復興需要が落ち

着いてきた平成２５年から一時減少したものの、平成２７年は大型コンサートや「観光王国

みやぎ旅行割引」等の影響から大きく増加、続く平成２８年は僅かに減少したが、平成２９

年は増加に転じ、過去最高を更新した。 

 平成３０年度は蔵王山火口周辺警報の影響や前年開催された大型イベントの反動減など

により前年比-124 千人と減少したが、いまだ高い水準を保っている。前年より入込数が増

加した地区は、阿武隈渓谷、旧仙台市、南三陸海岸の３地区であった。 

 

 栗原市は宿泊施設のリニューアル工事の影響等により、前年比△1千人の 114千人であっ

た。 

  

 

  

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

宮城県 8,862 8,616 9,289 9,217 9,532 9,408

栗原市 113 110 110 123 115 114
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 ⑤居住地別宿泊観光客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 居住地別宿泊観光客数は前年同様、「宮城県内」、「関東」、「東北（宮城除く）」の順に客数

が多く、上記３地域の合計で全体の８割以上を占めている。 

 「宮城県内」は前年比△56 千人、「関東」は前年比+104 千人、「東北（宮城除く）」は前

年比+63千人となっている。 

 前年と比べ増加した地域は、「北海道」、「東北（宮城除く）」、「関東」、「その他」となった。 

 

 

 

  

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

平成３０年

平成２９年

平成３０年 平成２９年

北海道 122 111

東北(宮城除く) 1,042 979

宮城県内 1,725 1,781

関東 1,536 1,432

中部・近畿 474 482

その他 376 368

居住地別宿泊観光客数（居住地不明を除く）

北海道 東北(宮城除く) 宮城県内 関東 中部・近畿 その他

単位：千人 
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 ⑥主要観光地点別観光客入込数 

 

 

 【一迫地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 一迫地区の平成３０年の主要観光地点別観光客入込数は「一迫埋蔵文化財センターろまん

館」、「南くりこま高原一迫ゆり園」、「山王史跡公園あやめ園」の３地点合計で 23,920人（前

年比△2,676人）であり、「南くりこま高原一迫ゆり園」を除き、平成２９年の観光客入込数

より増加した。 

 詳細として、「一迫埋蔵文化財センターろまん館」の観光客入込数は 1,417人で前年比+138

人、「南くりこま高原一迫ゆり園」は 14,000 人で前年比△3,794 人、「山王史跡公園あやめ

園」は 8,641人で前年比+1,118人となっている。 

  

  

  

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

一迫埋蔵文化財センター「ろまん館」 630 770 727 1,537 1,279 1,417

南くりこま高原一迫ゆり園 16,000 19,700 21,675 27,757 17,794 14,000

山王史跡公園あやめ園 13,349 14,778 11,415 9,725 7,523 8,641
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【花山地区】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 花山地区の主要観光地点別観光客入込数は合計で 245,577 人（前年比△676人）と減少が

続いている。 

 最も観光客入込数が多い地点は前年同様「道の駅・路田里はなやま」で 148,344 人（前年

比+2,666 人）、次いで「国立花山青少年自然の家」が 64,108 人（前年比△272 人）、「温湯

温泉」が 26,000 人（前年比△575 人）、「花山青少年旅行村」が 4,785 人（前年比△2,330

人）、「寒湯御番所・ゆかりの家」が 2,031 人（前年比△246 人）、「湯浜温泉・湯ノ倉温泉」

が 309人（前年比+81人）となっており、多くの地点において前年の観光客入込数より減少

している。 

  

 

 

  

平成２５年 平成２６年 平成２７年 平成２８年 平成２９年 平成３０年

寒湯御番所・ゆかりの家 3,168 3,093 2,995 2,545 2,277 2,031

花山青少年旅行村 6,136 6,126 7,131 7,513 7,115 4,785

国立花山青少年自然の家 92,647 90,633 64,372 64,889 64,380 64,108

道の駅・路田里はなやま 140,825 150,705 168,000 160,570 145,678 148,344

湯浜温泉・湯ノ倉温泉 280 579 473 296 228 309

温湯温泉 28,241 28,084 27,192 27,192 26,575 26,000
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【栗原市全域】 

①平成３０年度栗原市全域主要観光地点別観光客入込数（上位５地点） 

 観 光 地 点 H３０年入込数 対前年増減数 

１ 栗駒山・イワカガミ平 163,450 人 +12,040 人 

２ 道の駅・路田里はなやま 148,344 人 +2,666人 

３ 金成温泉金成延年閣 107,880 人 △3,638人 

４ 栗原市細倉マインパーク 71,760人 +15,530 人 

５ 国立花山青少年自然の家 64,108人 △272人 

 

 

 栗原市の主要観光地点別観光客入込数は 716,503 人で前年比△13,632 人であり、その内

一迫地区は 3.3％（前年比△0.3％）、花山地区は 34.2％（前年比+0.5％）を占めている。 

 栗原市内主要観光地点において、前年に対して観光客入込数が増加した主要観光地点は

「栗原市細倉マインパーク」（+15,530人）、「栗駒山・いわかがみ平」（+12,040人）、「道の

駅路田里はなやま」（+2,666 人）、「あぐりっこ金成」（+1,576人）、「山王史跡公園あやめ園」

（+1,118人）、「愛藍人・文字」（+624人）、「一迫埋蔵文化財センターろまん館」（+138人）、

「湯浜温泉」（+81人）となっている。 

 また、「栗原市細倉マインパーク」の入込数が「国立花山青少年自然の家」を抜き、順位

を上げている。 

 

 平成３０年の主要観光地点別観光客入込数は減少したものの、好天に恵まれたこともあり

栗原圏域の観光客入込数は増加している。 

市内の主要観光地点において花山地区が占める割合は増加したものの、観光客入込数は減

少傾向であり、今後は、一迫・花山両地区の魅力を活かし、更なる誘客拡大に向けた取り組

みを行っていくことが必要である。 

 


